第二次資格審査報告書


とりだい　たろう
氏　　名
鳥大　太郎
生年月日
１９○○年○○月○○日

所属及び
○○専攻○○講座

職　　名　　　教授
１．経歴

学歴および職歴は，別紙調査書に記載の通りである．
２．人物・健康状況

思想穏健・中正・誠実で協調性に富み，教育・研究に関する熱意はきわめて旺盛であり，健康状態も良好である．
３．教育・研究歴

　鳥大太郎氏は○○○○年３月に○○大学大学院工学研究科博士課程を修了後，○○○○年４月から○年間○○大学○○研究所助手，○○○○年○○月から○年間○○大学○○学部准教授として勤務し現在に至っている．この間，○○に関する研究に従事してきた．
　別紙教育歴に示されるように，同氏は○○○○年から○○○○年まで○○大学において○○など，○○に関する教育を担当してきた．
４．研究業績
鳥大太郎氏の研究業績は別紙調査書に記載の通りであり，○○の解析に基づく機能化を主軸として，○○の開発や○○社会の構築に役立つ新手法の提案など様々な分野に研究を展開している．
（１）○○の位置選択的な化学修飾と○○の特性解析（論文1, 2, ・・・）

　○○は地球上で最も大量に生産されている○○であり，その新規機能材料化には「○○をすること」が鍵となる．この問題に対して，○○に導入するという独創的な○○により解決策を提案し，続いて○○することに成功している．このような○○の考察と○○の基礎に基づき，○○での○○の制御にも挑戦し，世界で初めて○○を作製した他，特異な○○にも成功している．この基本プロセスはその後も発展が著しく，本年度には国際誌の表紙を飾っている．
（２）○○による○○の調製（論文6, 8, 9, ・・・）

　○○により産出される○○を○○と複合化させることにより，○○の開発に成功している．さらに，○○法により，○○の抑制を達成し，○○用の○○の作製にも成功している．

　・・・

　以上のように，○○から○○までの幅広い業績が有り，工学研究科の教員として相応しい実力を示している．

５．専攻及び大学運営等

鳥大太郎氏は，○○大学において教育・研究に従事してきた．この間，公開授業やＦＤなどの活動に積極的に参加している．特に○年間の学級担任，また○○委員などの職務にかかわってきた．他に，○○の構成員を兼務し，○○大学の教育評価・改善にかかわっている．これらの経験を活かして，本専攻が進めている教育改革，及び本学並びに本研究科の運営への貢献も期待される．
６．博士後期課程担当教員資格
　工学研究科○○専攻○○講座における，研究指導教授としての資格があるものと判定し，授業科目「○○特論」を担当する資格を有するものと判定する．
７．総合判定
　本選考委員会は第一教員選考委員会の審査結果に基づき，鳥大太郎氏を人物，教育研究業績の面から審査した結果，同氏は○○専攻○○講座の教授として適任であると判定する．
　以上，鳥取大学大学院工学研究科教員選考規則第4条第3項に基づき報告する．
２００○年○月○日
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